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はぎやしゅうきん

蒋篝ふるさとの風景を描き続けた萩谷秋琴

鬘譲量ﾕ学禮唖加'主つかない。
県立高萩局等学校定時制が終わる

ー

垂

門

星ゴ

自然とふれあう

芸術にふれあう

嗣同園閏" “ …－－．…一隻一=---｡｡… ・＝ …－……
1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。(森林公園）



萩
谷
秋
琴
は
、
明
治
八
年
に
下
手
綱

と
も
つ
ね

村
に
生
ま
れ
、
名
を
伴
雅
、
後
に
画
号

を
秋
琴
と
名
の
り
ま
し
た
。

師
範
学
校
を
卒
業
し
た
秋
琴
は
、
安

き
よ
う
べ
人

良
川
尋
常
小
学
校
で
教
鞭
を
取
り
な

が
ら
、
明
治
三
三
年
に
日
本
美
術
院
の

研
究
生
と
な
り
、
岡
倉
天
心
や
横
山
大

観
ら
に
学
び
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
美
術
界
は
、
東
京
美
術

学
校
教
職
員
の
総
ス
ト
ラ
イ
キ
に
端
を

発
し
た
、
東
京
美
術
学
校
事
件
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
東

京
美
術
学
校
長
の
職
を
辞
し
た
岡
倉
天

心
は
、
明
治
三
一
年
に
東
京
美
術
学
校

の
大
学
院
的
な
役
割
を
構
想
し
て
日
本

美
術
院
を
創
設
。
そ
れ
は
、
国
内
の
優

秀
な
人
材
を
確
保
し
、
天
心
の
理
想
と

す
る
美
術
教
育
を
と
お
し
て
近
代
美
術

を
振
興
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
運
動
の

始
ま
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
意
気
に
燃

え
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
若

い
研
究
生
の
中
に
秋
琴
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。そ

の
後
、
秋
琴
は
、
山
水
画
の
重
鎮

が
ほ
う

橋
本
雅
邦
の
後
継
者
と
い
わ
れ
た
川
合

ぎ
よ
く
ど
う

玉
堂
に
師
事
し
、
日
本
画
の
技
法
を

学
び
ま
し
た
。
自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
そ
の
情
景
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え

る
技
術
は
、
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
の
作

品
は
、
残
念
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

て
ん
し
ん

た
い
か
ん

岡
窯
心
や
横
山
大
観
ら
に

ゞ
鴬
灘
雑
艤
鯵
騨
難

慰
鋪

；

_ふるさとの風景を描き続けた

r 、
(はぎやしゅうきん）

灘
一

影霊と､ ■津

熱把覗

かやぶ

茅葺き屋根や人馬の行き交う昭和の初期のまちなみ。

そして、白砂青松と海食崖に彩られた海岸で潮干狩り

を楽しむ子どもたち。遠い昔の懐かしいまちの姿が淡

いスケッチ画からよみがえります。

今月号では、ふるさとの風景を描き続けた萩谷秋琴

を紹介します。

鎮鴎

鍵
＝

霊
蕊

ま
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日
本
美
術
院
で
学
ん
だ
後
、
秋
琴
は

岩
手
県
や
山
梨
県
を
は
じ
め
台
湾
な
ど

の
中
学
校
や
高
等
学
校
で
絵
や
書
道
の

教
師
を
勤
め
ま
す
が
、
任
地
で
は
精
力

的
に
風
景
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

昭
和
五
年
、
退
職
を
機
に
郷
里
に

戻
っ
た
秋
琴
は
、
昭
和
二
七
年
に
亡
く

な
る
ま
で
の
二
二
年
間
、
市
内
外
の
海

や
山
、
渓
谷
な
ど
自
然
景
観
に
す
ぐ
れ

た
風
景
画
を
数
多
く
描
き
続
け
ま
し
た
。

秋
琴
は
、
風
景
画
の
ほ
か
に
動

植
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作

品
も
数
多
く
残
し
、
現
在
で
は
五

○
○
点
を
超
え
る
ス
ケ
ッ
チ
画
を

残
し
て
い
ま
す
。

秋
琴
の
ス
ケ
ッ
チ
画
は
、
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
式
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
に

淡
く
彩
色
さ
れ
た
も
の
が
多
く

残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

掛
け
軸
や
色
紙
、
短
冊
な
ど
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
絵
も
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

五
粥
總
騨
騨

年
譜
●
。
．

。
●
●

１
１

I

一

明治8年下手綱村に生まれる。

明治29年茨城県師範学校を卒業。

同 年安良川尋常小学校の教

諭となる。

明治33年日本美術院の研究生と

なる。

明治36年川合玉堂の門下生とな

り、 日本画を学ぶ。

明治37年岩手県立一関中学校の

教諭となる。

大正元年山梨県立高等女学校の

教諭となる。

大正13年台湾の台北第二高等女

学校の教諭となる。

昭和5年郷里に帰る。

昭和27年没享年77歳。

灘

蕊
蘋租

川

川

側
橋
の
周
辺

･ ･･父の思い出・・ ・

萩谷新子さん（下手綱）
父が台湾から戻って、この家

で生活するようになった時、私

たち夫婦は仕事め南係で東京に
住んでいました。たまに帰郷し

た時に会う父は、いつも絵の話

▲昭和初期の高戸海岸

懐
か
し
い
ま
ち
の
姿
が

Ｉ
よ
み
が
え
る

上
の
絵
は
、
昭
和
初
期
の
高
戸
海
岸

の
潮
干
狩
り
の
様
子
で
す
。
こ
の
絵
で

は
、
潮
干
狩
り
や
磯
遊
び
の
ほ
か
、
釣

り
に
興
じ
る
人
た
ち
、
そ
の
姿
を
見
つ

め
る
婦
人
た
ち
、
そ
し
て
砂
浜
で
く
つ

ろ
ぐ
人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
現
在
の

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
前
の
海
岸
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
当
時
の
に
ぎ
わ
い
を
し
の
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

書
か
れ
た
絵
は
、
上
手
綱
に
あ
る
川
側

橋
周
辺
を
描
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
絵

と
現
在
の
様
子
を
写
真
で
比
べ
る
と
、

け
た

川
の
形
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
橋
桁

や
背
景
の
木
々
、
家
並
み
な
ど
周
辺
の

景
観
が
一
変
し
て
い
ま
す
。

秋
琴
の
ス
ケ
ッ
チ
画
は
、
時
を
止
め
、

あ
の
日
あ
の
時
の
懐
か
し
い
ま
ち
の
姿

を
今
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
私
た
ち
に
何

か
を
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。していたことを覚えています． ま

た
、
そ
の
左
の
「
川
側
附
近
」
と

東京（日本美術院）で学ぶ

になったきっかけは、友人

合玉堂先生と親しくしてい

の紹介だと聞いています｡

スケッチだけでなく、水墨

描くのが好きで、特に掛け

するような絵は亡くなる直

で描いていました。本当に

好きだったんでしょうね。

ー

識 日本美術院證蟻ぶ秋琴(明治33年8月》』

認識擁職懲舗；
轆忠四郎､蕊灘孤月、大橋雅漫"木蕊？
武山など日本美擬院を創設した人々･ ；:誠

＊3列目左から5入目、●印が萩谷秋琴｡
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定
鯛
津
鑪
識
蕊
溌
託

年
の
教
育
機
会
の
拡
充
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
定
時
制
教
育
は
、
通
信
制

教
育
と
と
も
に
、
昭
和
二
三
年
、
戦
後

の
教
育
改
革
に
よ
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
少

年
の
入
学
希
望
者
が
年
々
増
加
し
て
き

ま
し
た
。
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
定
時
制
高
校
の
増
設
を

計
画
的
に
進
め
、
昭
和
三
○
年
に
は
三

一
校
が
開
設
、
六
，
○
八
二
人
の
生
徒

を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
一
年
に
新
た
な

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
も
の
の
、
少
子
化
の

進
む
社
会
情
勢
や
全
日
制
高
校
の
増
設

な
ど
の
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
入
学
者
が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
定
時
制
の
廃
止

が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、
来
年
三
月
に

は
県
内
の
定
時
制
高
校
は
一
二
校
、
生

徒
数
は
一
，
六
○
○
人
前
後
に
な
る
予

定
で
す
。

ﾍﾞ

ｰｨ

もう、
や

-学び舎のあか は

かない。
3月1日(金)、卒業式が行われ

た県立高萩高等学校では、定時制

最後の卒業生を送り出し、今年度

限りで定時制課程が廃止になりま

す。

昭和23年の創立以来、向学心に

燃える生徒の熱気を映し出してき

た学び舎のあかりも、もうつくこ

とはありません。

永い歴史に支えられた県立高萩

高等学校の定時制を紹介します。

県立高萩高等学校

定時制が終わる

閲閣叩
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谷
ヲ
蕾
評
停
峠
華
舘
紀
鶴
雷
杷
ユ
ー
ニ
華

の
創
立
以
来
、
四
八
年
間
に
及
ぶ
定
時

制
の
卒
業
生
は
一
，
’
八
一
人
を
数
え

て
い
ま
す
。

高
萩
高
等
学
校
の
定
時
制
は
、
昭
和

二
三
年
四
月
に
定
時
制
昼
間
部
普
通
科

が
修
行
年
限
五
年
と
し
て
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
翌
年
、
昼
間
部
、

夜
間
部
の
二
部
制
授
業
に
変
わ
り
、
夜

間
部
は
修
行
年
限
四
年
と
な
っ
て
、
現

在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
最
も
多
か
っ
た
在
籍
生
徒

数
は
昭
和
四
一
年
の
二
七
四
人
、
ま
た
、

卒
業
生
の
数
で
は
、
昭
和
四
三
年
の
六

七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
校
で
は
、
平
成
四
年
度
の
募
集
を

最
後
に
定
時
制
募
集
を
停
止
し
た
た
め
、

今
年
度
卒
業
す
る
七
人
の
生
徒
を
最
後

に
、
四
八
年
に
及
ぶ
定
時
制
の
歴
史
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

で
は
、
昭
和
四
一
二
年
の
六

全
窯
蕊
繋
開
籠
制
蕊

ｌ
シ
や
文
化
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

閉

諦

蕊

嘩

簾

撫

需

鰭

て
い
ま
す
。

、
平
成
四
年
度
の
募
集
を
世
に
伝
え
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

制
募
集
を
停
止
し
た
た
め
、
定
時
制
が
廃
止
す
る
の
に
伴
い
、
平

す
る
七
人
の
生
徒
を
最
後
成
六
年
に
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会

に
及
ぶ
定
時
制
の
歴
史
を
が
発
足
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
、
記
念

ま
し
た
。
事
業
と
し
て
記
念
誌
『
と
も
し
び
」
の

発
刊
や
記
念
碑
の
建
立
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
定
時
制
通
信
制
軟
式
ま
た
、
三
月
二
日
出
に
は
記
念
式
典
を

会
へ
五
回
の
出
場
。
ス
ポ
行
い
、
多
く
の
出
席
者
と
と
も
に
、
四

活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
八
年
に
及
ぶ
永
い
母
校
の
歴
史
を
語
り

合
い
、
歴
史
の
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

需
稚
幻
諏
幅
榧
電
鍵
鵡
癖
鍔
。
鍛
詮
〆

Ｏ

萩
通
詑
間
附
か
』
が
校
工
科
記
る
科
れ

櫓
岬
一
一
“
岬
》
恥
《
岬
稚
》
》
《
岬
轄
》
薙
岫
》
》

時
：
！
業
生
元
に
貝
式

月
《
定
割
月
授
月
は
を
月
月
ｆ
月
月
止
月
委
月
念

４
に
《
ｑ
４
制
１
詞
き
３
耐
α
Ｗ
４
停
４
行
３
記

年
筏
置
年
部
年
歌
書
年
。
年
る
年
年
が
年
実
年
・

鰯
学
設
酔
２
訓
く
落
糾
る
的
な
弱
５
集
７
業
８
校

和
和
和
和
和
和
成
成
成

昭
昭
昭
昭
昭
昭
平
平
平
」

高
萩
高
等
学
校
の
定
時
制
を
語
る
時

に
ど
う
し
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
の
は
、
野
球
部
が
全
国
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
軟
式
野
球
大
会
へ
茨
城
県

代
表
と
し
て
五
回
の
出
場
を
果
た
し
た

こ
と
で
す
。
特
に
、
昭
和
三
○
年
の
第

二
回
大
会
で
優
勝
、
平
成
三
年
の
第
三

八
回
大
会
で
は
ベ
ス
ト
八
と
い
う
成
績

が
光
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
野
球
部
に
限
ら
ず
、
体
育
大
会

の
活
躍
や
、
生
活
体
験
発
表
大
会
の
入

賞
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
全
般
で

多
く
の
輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。

ー

口
哩
・
ロ

面
ｚ
・
・

’
’
一
一

■■■■■■

■■■■■■

記念碑について ■■■■

一

業牛から・・ ・． 。●竿J）藍
かなり

上手綱金成地区この石ぽぐゞ」三

から出たもので

で東函浦北それ
． ” ﾆ ￥

持たせ毒います
" ､監錐::

ぐ様、西猛卒業
、､蕊<…. 、

玄関にに向かつ

｜
媚
端
乱

す。見る方向

ぞれに意味を

。東は天を仰

生の顔、南は
又'ツ

て襟を正す生

々が通学時仰いだ宵の明星で、夕空にどの星よりも

<光り輝いて我々を見つめ、いかに我々が青春時代

喜怒哀楽を重ねて学んだか、思い出の証人である。

1回卒業生として一番星のように高萩高等学校定時

として母校の栄光を永遠に讃えた唖6
， #､､ ､噛 弓, 〕 ， ::。 、

『ともしび』 ・一定時制の思い出一から｡J ,f(丈:吉田清さん）

徒の姿、そじ迩北は心技体を

(杉山さん談）現しています8

’
碑
に
は
、

「
働
き
学
び
学
び
か
つ
働
く
」鱈

と
刻
ま
れ
、
定
時
制
の

生
徒
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

翼
霊
蕊
言
霊

私
が
入
学
し
た
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど

戦
後
の
混
乱
期
で
、
軍
隊
の
復
員
者
や

就
職
し
て
い
た
人
、
あ
る
い
は
妻
子
の

あ
る
人
な
ど
、
同
級
生
と
い
っ
て
も
一

○
歳
も
の
年
齢
差
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
当
時
の
生
徒
た
ち
は
、
学
問
や
知
識

に
飢
え
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
は

全
く
気
に
せ
ず
、
み
ん
な
仲
良
く
夢
中

で
勉
強
し
ま
し
た
よ
。

あ
る
時
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
帰
り
の
列
車
が
な
く
な
り
、

石
炭
運
搬
の
屋
根
の
な
い
貨
車
に
便
乗

し
、
寒
中
雨
や
風
に
さ
ら
さ
れ
て
も
一

ら
く
二

言
も
愚
痴
を
言
わ
ず
、
｜
人
も
落
後
し

な
い
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
で
し
た
ね
。

今
年
限
り
で
定
時
制
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
は
、
と
っ
て
も
寂
し
い
こ
と

で
す
が
、
あ
の
校
舎
で
学
ん
だ
思
い
出

は
ゞ
｜
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
ね
ｏ

ー

蕊 毒 襄
蹄
柵
諦
羅
蕊

も
と
も
と
絵
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

在
学
中
は
演
劇
に
使
う
絵
を
描
き
な
が

ら
、
演
出
や
照
明
な
ど
も
手
が
け
ま
し

た
。
施
設
の
慰
問
な
ど
も
あ
っ
て
楽
し

い
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
す
。

閉
校
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会

の
一
人
と
し
て
、
記
念
碑
の
デ
ザ
イ
ン

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
閉
校
は
、
ひ
と
つ
の
時
代
の

仕
事
を
終
え
て
学
校
に
い
く
こ
ろ
は

い
つ
も
お
な
か
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。

購
買
で
パ
ン
と
牛
乳
を
買
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
が
、
月
末
に
な
る
と
お
金
が

な
く
て
、
食
べ
な
い
で
家
に
帰
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
空
腹
の
中

い
く
こ
ろ
は

流
れ
で
仕
方
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が

空
き
教
室
を
利
用
し
て
、
社
会
人
が
も

て
い
ま
す
が

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

段
段
Ｉ
寸
呂
ｉ
ｌ
ｊ

卜

ｑ
ｉ
ｉ

Ｉ
ｊ
１
鳥
儀
典
農
協
僅
鯲
ふ
い
ｆ
ｒ
ｆ
畷

貼
》
も
貼
呼
串
車
印

貼
品
貼
串
く

う
一
度
勉
強
す
る
よ

で
学
ん
だ
と
い
う
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

『

1

鰯 う
な
機
会
が
で
き

？

‐）妄，｝

樋 鴬饗

、 、

鞘
減､

鴬灘

露
鐸

吉田さん(右）

杉山さん(左）
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因
は
、
私
の
面
倒
に
よ
る
の
か
も
知
れ

な
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
気
が
狂
っ

た
よ
う
に
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、

昭
和
六
三
年
正
月
の
、
母
の
入
院
で
し

た
。
そ
れ
ま
で
私
は
、
何
も
か
も
母
に

め
ん
ど
う

面
倒
を
見
て
も
ら
う
と
い
う
、
わ
が
ま

ま
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
。

母
の
入
院
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
先
、

ど
の
よ
う
に
し
て
生
き
れ
ば
い
い
の
か
、

眠
れ
ぬ
夜
が
続
き
ま
し
た
。
入
院
の
原

私
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
歩
け
な
い
人
間
で
す
。

動
く
右
足
で
何
に
で
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

大
森
正
美
さ
ん

母
が
退
院
し
て
も
、
私
の
面
倒
は
も
で
は
生
活
で
き
な
い
人
間
に
生
ま
れ
た

手
引
き

新間で話題になった愛正園の

山田さんと大森さん。二人は、

これまで書きとめてきた詩を、

「さ鼎しょのいっぽ…』と『野
菊の詩』としてそれぞれ自費出

版しました。

機が熟したというよりも、 自

らの道を懸命に切り開くかのよ

うに、それぞれが全力投球して

出版された詩集です。体の自由

がきかず、だれかの手を借りて

いる二人ですが、この出版にあ

たっては‘草案から校正、出版

費用などを、全て－人の力で乗

り越えてきました。

’
し
た
。
以
来
、
数
年
間
は
、
別
離
の
辛

さ
と
不
安
に
さ
い
な
ま
れ
た
日
々
の
中

で
、
私
の
心
は
か
た
く
な
に
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
面
倒
や

介
護
に
あ
た
る
寮
母
さ
ん
た
ち
の
笑
顔

が
、
い
つ
し
か
私
の
心
の
扉
を
開
き
、

明
る
い
光
を
差
し
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

も
う
迷
い
ま
せ
ん
。
他
人
の
力
な
し

う
限
界
だ
と
気
づ
き

住
み
慣
れ
た
故
郷
美

こ
こ
に
入
る
と
い
う

（
美
和
村
出
身
）

、
私
は
三
○
年
間

和
村
を
後
に
し
て
、

辛
い
決
断
を
し
ま

で
も
、
唯
一

自由になる右手でヮ修
一プロを打ったり、刺

しゅうをしたりします。

｢好きなんだけど時間

が取れなくて､なかな

か進まないの｣。

蝋
ｰ 蔦

轍し
午
後
の
日
課
は
、
各
種
の
新
間
を
読
む

こ
と
。
い
つ
の
ま
に
か
一
時
間
は
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。

》
蕊
灘

塁

蜂や

識

瀞

雛
詩
集
は
、
私
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

山
田
好
子
さ
ん
（
有
明
町
出
身
）

錐
蝋
壌
鎚
溺
謝

昭
和
三
四
年
の
コ
ス
モ
ス
の
季
節
に
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
普
通
の
女
の

鰯
ｰ

雛
難蕊

一一皐……認応か鐸－－
趣

蕊

お死て生ちれ
願んもをて
いで!|毎歩な
行いみい

冒＜はた ；
険よない
さりいか

せは ら
て ；

洞
添
犠
翠
惑
縄
伸
ば
せ
ば
危
な
い
…
で
き
な
い

学
課
麹
雪
置
羅
至
て
の
夢
が
目
の
前
か
ら
消
え
失

畷 蕊

潅
識
鎮
雛
憾
溌
穰
鯵
湾
畷
蕊
鵺
遮
艤
総
鶴
驚
蔚

け
な
い
〃

心
の
奥
に
…

し
ま
う

分
の
弱
さ
を
…

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

が
な
い

そ
う
な
自
分
が
不
安
…

る
が

残
酷
過
ぎ
る
：
．

な
だ
け
で

冒
険
さ
え
許
さ
れ
な
い

し
ょ
の
い
っ
ぽ
…
」
か
ら

灘
【

評
史
学
浄
亭
１
㎡
ｒ
路

’
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華 熟
蕊

鎌

…

る
道
は
一
つ
で
す
。
右
足
が

、
何
に
で
も
挑
戦
し
、
前
進

だ
め

こ
と
で
す
。
駄
目
で
も
と
も

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ

本
当
の
夢
に
到
達
で
き
る
と

て
生
き
て
い
ま
す
。

蕊

& ・ ぐ｢黒の画面､フロッピー

の挿入□が前にあるから

このワープロにしたんだ｣。

:篭鴎霧
L

ー

が
頼
る
な
ん
て
ア
ホ
み
た
い

使
え
た
ら
母
さ
ん
の
肩
も
み
し
て
上
げ
た
の
に

が
本
当
に
ア
ホ
で
ご
め
ん
な
さ
い
母
さ
ん

は
人
間
じ
ゃ
な
い
の
か
も

れ
て
二
十
三
年
経
つ
け
れ
ど

事
さ
え
出
来
な
い
の
あ
あ
…

が
死
ん
だ
ら
母
さ
ん
楽
だ
ろ
う
な
Ｉ

と
も
悲
し
む
だ
ろ
う
か

は
分
か
っ
て
い
ま
す

よ
り
母
さ
ん
に
感
謝
し
た
い

さ
ん
あ
り
が
と
う

さ
ん
あ
り
が
と
う

さ
ん
あ
り
が
と
ｌ
う
…
…

さ
ん
あ
り
が
と
う

さ
ん
あ
り
が
と
う

生
ま
れ
て
良
か
っ
た

母
さ
ん
に
は
悪
い
と
思
う
の

ん
な
さ
い
ご
め
ん
な
さ
い

も
な
ら
な
い
僕
が
居
な
か
っ
た

な
に
楽
だ
っ
た
だ
ろ
う
か

ん
に
や
っ
て
上
げ
る
べ
き
な
の
に

居
な
か
っ
た

感
謝

ら

「
野
菊
の
詩
」
か
ら

）○

堅
粋
抽

萢
悔
巡

ラ
ち
て

歴
一
一

喧
査
つ▼

子
が
歩
む
人
生
を
、
両
親
は
想
像
し
て

い
た
と
思
う
。
け
れ
ど
…
。
九
歳
の
春
、

養
護
学
校
に
入
学
。
車
イ
ス
か
ら
歩
行

器
に
な
り
、
自
由
を
得
た
私
は
明
る
く

な
り
友
達
も
で
き
て
い
く
。
同
じ
年
、

け
ん

ア
キ
レ
ス
腱
の
手
術
、
こ
の
辛
さ
に
耐

え
れ
ば
き
っ
と
歩
け
る
と
信
じ
た
。
三

一
歳
の
誕
生
日
に
詩
集
を
作
る
こ
と
を

決
心
。
三
五
歳
の
秋
、
詩
が
ピ
ッ
ピ
コ

ン
サ
ー
ト
で
三
度
目
の
入
選
。
詩
集
づ

く
り
に
本
腰
を
入
れ
る
。
そ
し
て
初
め

て
の
海
外
旅
行
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
。

脅唾直と,談､… 、
障害を持つみな巻んが、医師の指導を受けて

健康を管理し、生活を送る社会福祉施設です。

塊在、 50人が利用しており、地域社会のみな

善んとのふｵ(あいの時間も大切にしています。

特に今年度は、 より通常の生活に近づけるた

め、 「 1 日3回倹くる』 というごくあたりま

えのことを努力テーマに、各飲食店での外食

の楽し巷を朱わったり、 2月20日(火)には、 日
やかた

立の「うと･んの館」 のご主人の協力を得て、

手打ちうと．んの会食会を園内で開きました。

そ
し
て
無
口

う
形
に
ま
と
め
、
私
が
歩
ん
で
き
た
三

み
く
喜
び
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

た
ら
、
文
字
と
の
出
会
い
も
、
夢
を
抱

三
六
歳
、
念
願
の
詩
集
を
発
刊
…
。

の
心
を
教
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
に
贈

り
た
い
と
い
う
夢
を
抱
い
て
き
ま
し
た
。

私
を
知
っ
て
い
る
方
に
「
あ
い
つ
も

綴
り
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
詩
集
と
い

と
胸
に
秘
め
て
い
た
多
く
の
思
い
を

六
年
間
の
人
生
で
出
会
い
、
私
に
感
謝

や
す
ら
ぎ
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
す
。
大
人

が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
－
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け

こ
の
詩
集
を
新

に
し
て
歩
い
て

つ

ぎ二
七
歳
ご
ろ
か
ら
「
詩
」
と
し
て
書
き

の
世
界
に
悩
ん
で
い
た
こ
ろ
か
ら
ず
つ

詩
は
素
直
な
気
持
ち
を
映
し
出
せ
る

私
に
と
っ
て
、
母
の
厳
し
い
愛
情
、

な
父
の
優
し
さ
が
な
か
つ

れ
ば
幸
い
で
す
。
私
は

し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

い
け
そ
う
で
す
。
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人 ウウニ界 生
命
を
管
理
す
る
世

皆
を
探
さ
な
き
ゃ
‐

地 プ
ラ
ン
と
件

消
え
た
！
な

な
火
と
と
も

あ
る
日
突
然
、

が
誘
う
。
レ
イ
ン
ボ
ー

て
！
皆
を
返
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

今
、は
？
ヒ
ー
ｒ
は
…
１

。
「
ニ
ン
ゲ
ン
、

ク
シ
ミ
、
セ
ン
ソ

、
コ
ロ
ス
、
シ
ョ

メ
ッ
」
…
。
や
め

下
の
国
、
そ
こ
は

3年生にとっては、最

後の舞台ですが、部員

中2人が3年生。後

｜
に残る者にとっては

部員確保が大きな仕

事。ただいま部員

募集中1今回は、

頼もしい先輩（写

=望一

鍾劉
謬匙yf恋

溌蕊
Yふ鞭

晶
冬
轤

溌
辮

に
人
が

ぞ
の
男

体
？

小
さ蕊 1

蕊澪： ＆ 良＊ ！､

蕊“ふえ

『小さな炎のファンタジー」;…
芋‐芋‐ 号

一
睡幾
号
一
睡幾~~

驚鞠

里

宮階延男作

強阪発
いににメ

徒生

会
委
員
と
し
て
活

発
に
活
動
し
て
い
る
大

阪
に
住
む
負
け
ん
気
の

強
い
中
学
三
年
生
の
女

の
子
。
で
も
、
人
に
言

え
な
い
、
人
に
知
ら
れ

た
く
な
い
悩
み
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
公
害
病
に
冒

さ
れ
た
体
の
こ
と
。
笑

顔
の
陰
に
あ
る
女
の
子

の
悩
み
や
苦
し
み
は
、

ど
の
よ
う
に
解
消
し
て

い
ノ
、
の
で
し
ょ
う
か
。

創作劇

磯
づ
は
、
狂
人
だ

る
…
と
、
お
つ
し

は
、
あ
な
た
は
正

？
人
間
は
皆
、
狂

気
の
振
り
を
し
て

て
ご
覧
な
さ
い
。

と
、
ほ
ら
、
た
ち

が
現
れ
て
く
る
か

f〆jlIE息蕊謝蛾殿らない－
》 j ＃ ﾛ． ■必間 :fi;｣ (《 “篭議一 ， ，

第一夜｢三日月毎種は…』
第二夜「X」 &E毎｡

第三夜「流血冠』毎JがJ
田

慾霧
蕊
蕊
辮
鱈
蕊
霧
鍵
鍔

＃ 露垂謝

等¥？ 。＝
悪品

唱ふ

き難

雲『

再争

鑿鑿 一
繋
舎

"グ
窪
"グ
窪

』

『さ

溌蕊§ ,霧 ＃

早替わりも見どころのつです。 〈団員11人

霧 8



蟻

鹿西回

県
医読

療鳶

蕊
賞催

弥‘
燭

大正5年生まれ。大和町在住。昭和46年

から10年にわたり多賀医師会会長の要職

を、あわせて高萩市医師会会長を務めら

れました。特に、無医地区における診療

活動への功績は大きく、医師会会員とと

もに精根を傾けてこられました。 「在宅

福祉の充実には、医師のいない地区を巡

回し、患者さんを送迎するバスが欲しい

です」と、熱っぽく話す飯島先生は、医

療とともに、趣味の写真や山登り、囲碁

などにも意欲的に活動中です。

,おめでとうございます

、

茨域県健康づく り

推進事業功労者表彰

茨滅県

自治功労者表彰
2/15 （木） 3/1 （金）

あずはた

小豆畑隆さん

大正12年生まれ。大和町在住。

昭和43年から民生・児童委員と

して、現在は、その協議会の総

務として活動中です。日常生活

や子どもの環境などで問題を抱

えている人の保護や相談にあた

るとともに、協議会の運営には

献身的に尽力されています。

ししと

宍戸昭夫さん

昭和2年生まれ。安良川在住。

平成3年から高萩市医師会会長

を、さらに高萩市医や高萩小学

校医を務めています。特に、現

在までの26年間にわたり乳幼児

健康診査に携わるとともに、母

子保健の大切さを熱心に指導さ

れています。

ｰ

えます

牛孚
噂

こぶ坐巽墜》"鼠鯨蝋綴
!

…
嫁松岡中学校では、生徒会の奉仕委員会が中

となって、昨年の4月から牛乳パックの回

を進めてきました。各クラスに回収ボック

を作って呼びかけたところ、 4,965枚も集

り、 これを箱詰めして2月19日（月）に高萩

環
境
問
題
を
調 L2月14日(水)に開かれた委員会

′し、

収を進めてき

ス
ま ー′

市はまなす生活学校にI度しました．

奉仕委員会のみなさんは、 「ものを大切に

ることと、資源の再利用の必要性を考えて 高萩市環境審議会が発足し、その委員に各種団体から14す
進 し 人のみなさんが委嘱されました。この審議会は、 これまでめてきました。一人ひとりの小さな活動に

審
議
し
ま
す
。

の公害対策基本法が廃止になり、 これに代わって新たに環

境基本法が制定されたのを受けて設置された機関です。

今後、 この審議会では、生活排水による水の汚染、 自動

車交通による大気汚染とともに、野生生物の種の保護、そ

して環境保全能力を持つ農地や森林のあり方など、広範囲

な環境問題について調査し、審議していくことになります‘

より、 こんなに大きな成果が出るんだ、 と

びっくりしました」と話していました。

生活学校のみなさんは、 「リサイクルは、

子と、ものときから少しずつ活動することが大

事です。このような活動が、 さらに広まるこ

とを期待しています」と喜んでいました。

枚
数
を
数
え
る
奉
仕
委
員
会
の
み
な
さ
ん

高萩市環境審議会の委員 (敬称略）

長 樋渡喜一（高萩市医師会）会

副会長 若松健一（高萩市市民憲章推進協議会）

今川清（高萩市社会福祉協議会） ｜岡部三男（高萩市校長会）

荻沼浩行（高萩市商工会青年部） 樫村幸一（高萩市議会議員）

原礼三（高萩市議会議員） 菊地孝義（高萩地区センター）

黒沢光寿(高萩市文化財保護審議会） 柴田日出子(高萩市はまなす生活学校）

長山憲二（松久保工業団地） 沼野辰三（高萩市商工会）

増田洋（手綱工業団地） 米倉治郎（高萩市薬剤師会）
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WATCHING

地区別大国の推移

昨
鰐
纈
鵡
繍
臨
調
″

六
○
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

四
五
年
か
ら
右
上
が
り
の
一
直
線
で

伸
び
て
き
た
人
口
は
、
こ
こ
に
き
て

わ
ず
か
な
が
ら
鈍
化
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

人
口
の
動
き
は
、
そ
れ
を
構
成
す

る
地
域
の
人
口
の
変
化
の
現
れ
で
も

あ
り
ま
す
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
地
域
の
産
業
構
造
も
変
化
し
、

そ
れ
ら
に
と
も
な
っ
て
地
域
を
取
り

巻
く
住
環
境
も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
人
口
の
変
化
と

な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。

口人別

国
鵠
繰
藤
餓
Ⅷ
淵
駆

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ラ
フ
の
形
状
は
、
地
域
の
特
徴
を

よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
場
産
業
の
流
れ
の
中
で

大
き
な
人
口
の
動
き
を
見
せ
て
い
る

の
が
島
名
・
秋
山
地
区
で
す
。
昭
和

四
二
年
の
高
萩
鉱
、
翌
年
の
向
洋
炭

鉱
な
ど
相
次
ぐ
炭
鉱
の
閉
山
に
よ
り
、

昭
和
四
五
年
の
調
査
で
は
人
口
が
激

》
》
千

総人口

[(千人）135

人
、
千く ）

[図］総人口と地区別人口の推移
隆鍾3は総人口

口
の
直
線
と
よ
く
似
た
形
を
描
い
て

い
ま
す
。

ま
た
、
高
岡
地
区
で
は
山
村
特
有

の
過
疎
的
な
人
口
流
出
が
進
み
、
昭

和
四
○
年
か
ら
の
三
○
年
間
で
地
区

の
人
口
は
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
ら
の
顕
著
な
動
き
ほ
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
他
の
地
区
で
も

地
域
の
姿
を
映
す
人
口
の
動
き
が
見

ら
れ
ま
す
。

松
岡
地
区
で
は
、
小
島
団
地
の
造

成
や
民
間
の
宅
地
開
発
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
年
々
人
口
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
三

○
年
間
の
増
加
率
で
は
六
二
パ
ー
セ

ン
ト
の
伸
び
を
示
し
、
平
成
七
年
の

調
査
で
は
地
区
人
口
の
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
同
地
区
内
の
上
手

学燕露顕罵霞

ｰ ″

蕊 30品

．
こ

・

Ｐ

宅

・

』

ｑ

、

弄

可

篭瀞

綱
で
は
、
現
在
、
計
画
戸
数
六
五
一

戸
の
住
宅
団
地
「
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

て
つ
な
」
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
団
地
の
分
譲
が
始
ま
れ

ば
、
同
地
区
の
人
口
は
さ
ら
に
増
加

し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
萩
・
安
良
川
・
石
滝
地
区
で
は

六
○
年
の
人
口
を
ピ
ー
ク
に
横
ば
い

が
続
き
、
ま
た
駅
東
や
駅
西
地
区
で

は
、
年
々
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
人
口
が

中
心
市
街
地
か
ら
周
辺
市
街
地
へ
、

そ
し
て
郊
外
へ
と
移
動
し
て
い
る
表

れ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
ド
ー

ナ
ツ
化
現
象
と
い
っ
て
い
ま
す
。

0

昭和40年 45年 50年 55年 60年 平成2年 7年

（単位 人）

区 分 昭和40年 45年 50年 55年 60年 平成2年 7年
強1蕊警if認}:(鳶口;まきfK""7 29,548 30,982"32,436 33,968 35,32035,60f
駅 西 4,655 4,1681 3,751 3,469 3,232 1 2,926 2,703
駅～ 東 6,895 7,724:溌勘‘‘7,923￥‐7,629#,;猟, 7,500隻 7,286曇 6,838

高萩･安良川･石滝 5,665 5,980 7,264 7,900 8,295 7,971 8,221
島名･秋山 「: ! 7,221 4,544#W4,947"5,927":#6,758 ZUgg 8,228
松 岡 5,287 5,042 5,268 5,949 6,782 1 7,816 8,540

;ゞ :瀞蔦 ‘ i ; ‘::~岡: ; 2,774 2,090 1,829 ;蕊1,562＃ 1,401灘『 1,232 1,074

55年

32,43632,挫97

4．655

８８
４６

５１
９

４９
２

６６０
８２２３９２

サタワ５２７
３

繩訓
２８５０２８５９０３２５２７７

勺‐今・守９■
６６８７３

ＯＦＯＰ
レＱＯ“－

６，０ハ

９７
４６

３１
２５

７９
９９

３７

６６６９１８７８２１８０９２９
タヲリ２７７＆孔

３，８１８０
３０４２２，

５２２８７
今７９少９８８８６２

０７
０２

９９
９７

７５

ｰ

[駅西］本町、大和町、春日町

[松岡］上手綱、下手綱、高戸、赤浜
１
１

東
岡

駅
高

ｌ
ｆ

東本町、肥前町、有明町、高浜町

若栗、上君田、下君田、中戸川、大
能、横川、福平

迫このコーナーでは、歴史民俗資料館に、

蕊
寄託、寄贈された昔の生活用具や農耕

具などを紹介していきます。

は
し
ご

梯
子
の
よ
う
な
形
で
、
背
負
っ
て
物
を

運
ぶ
の
で
「
し
よ
い
ば
し
ご
」
と
一
言
う
の

で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
は
「
し
ょ
っ
こ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
「
背
負
う
」
と
い

う
言
葉
が
な
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

昔
は
家
で
馬
を
飼
っ
て
い
た
の
で
、
そ

の
馬
に
食
べ
さ
せ
る
草
を
取
っ
て
く
る
と

た

き
に
よ
く
使
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
焚
き
付

ま
き

け
用
の
薪
を
、
山
か
ら
運
ん
で
く
る
と
き

に
も
使
い
ま
し
た
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
く

る
と
，
毎
日
の
よ
う
に
こ
の
し
ょ
い
ば
し

ご
を
背
負
っ
て
山
に
い
っ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
人
の
一
肩
幅
に
合
っ
た
大

き
さ
な
の
で
、
け
も
の
道
で
も
自
由
に
は

い
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
て
便
利
で
し
た

積
み
方
に
よ
っ
て
は
自
分
の
体
三
分
く
ら

い
は
背
負
え
ま
し
た
ね
。

ま
た
、
稲
を
運
ぶ
時
な
ど
は
、
平
ら
に

し
て
前
後
を
二
人
で
持
ち
、
い
わ
ゆ
る
担

架
の
よ
う
に
し
て
使
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
ち
ょ
っ
と
し
た
梯
子
代
わ
り
に
使
う
こ

と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
あ
っ

て
便
利
な
道
具
で
し
た
。

こ
の
し
ょ
い
ば
し
ご
を
見
て
い
る
と
、

昔
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
ね
。

蕊
騒
驚
篭

典
鍜
坦
惑

し
ょ
い
ば
し
ご

石
井
敏
男
さ
ん
（
石
滝
）

しよいばしどの思い出を話す石井さん｡
q
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１
９
２
３
年
・
大
正
吃
年
…
多
賀
郡
全
体
の
こ
と
を
網
羅
し
た
一
「
常
陸
多
賀
郡

史
』
が
発
刊
さ
れ
る
。

し
よ
う
い
だ
ん

１
９
４
６
年
・
昭
和
劃
年
…
焼
夷
弾
を
投
下
さ
れ
た
高
萩
町
が
、
戦
災
復
興
都

市
計
画
適
用
町
に
指
定
さ
れ
、
復
興
活
動
が
始
ま
る
。

１
９
７
４
年
・
昭
和
蛆
年
…
市
の
木
「
マ
ツ
」
、
市
の
花
「
ハ
ギ
」
、
市
の
烏

「
キ
ジ
」
を
制
定
す
る
。

１
９
７
５
年
・
昭
和
別
年
…
手
綱
工
業
団
地
が
完
成
す
る
。

１
９
８
８
年
・
昭
和
“
年
：
．
常
磐
自
動
車
道
が
全
線
開
通
す
る
。

認紬蕊調溌癒溌溌

I|豆まきで交通安全を願うま

鰔
「参加してみんなでつくる交通

安全」をスローガンに、第20回交

通安全市民のつどいが文化会館で

開かれ、約500人のみなさんが参

加しました。また、あわせて行わ

れた第17回交通事故追放豆まき大

会では、羽織やはかまをつけた市

長や警察署長などのみなさんが、

交通事故撲滅を願っての豆まきや、

楽しい抽選会が行われました

蕊
溌

一
不展を道

雲
冒や画絵のちたもど子Ｉ職

鮴
鰯
蹴
鞠
匙
》

展
所
茨
た
叩
場
の
中
の

年

品
育
北
っ
５
会
道
間
ん

少

計
岬
呼
榊
鍬
垂
鉦
諮
稚
嵯
誹圭

再

池
蜘
撮
鎚
帥
諏
は
暦
岬
喧
討

第
内
校
子
ど
示
で
も
帥
て
＃

市
学
の
な
展
館
品
ｚ
せ
■
■

､q-

ま

溌誉寧
|IW！

■蕊
i潅撒鯉纈 ”

;獺熱Ci'瀞蕊 り’ 誰観診
12

ｌ
ど
ん
な
団
体
で
す
か
。

郷
土
の
先
人
長
久
保
赤
水
の

人
物
や
業
績
を
広
く
紹
介
し
な

が
ら
、
地
図
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
目
的
で
平
成
四

年
に
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は

一
二
二
人
の
個
人
会
員
と
六
団

体
の
法
人
会
員
が
い
ま
す
。

ｌ
ど
ん
な
活
動
を
し
て
ま
す
か

赤
水
が
作
っ
た
地
図
の
収
集

や
そ
の
複
製
を
学
校
に
寄
付
し

、〆

て
い
ま
す
。
ま
た
会
員
の
親
睦

を
兼
ね
て
赤
水
が
訪
れ
た
所
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。

ｌ
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

国
立
地
図
博
物
館
を
誘
致
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
を
核
に
地
図
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

1l職
勤労青少年ホームでは、冬季の

体力づくりと仲間づくりを目的に

スキー教室が開かれ、 35人が参加

しました。会場となった岩手県の

安比スキー場は、若者に人気の

ビッグゲレンデで、雪質も抜群

製した…んは寒薑にも、 負けず思い思いのシュプール

溌箪淑謡臆'蕊

パウダースノーでスキーを満喫

琴

蕊灘聯繊#職聯

？逼…

1
鶴蕊



●市役所盃23-2111 （代）

・テレフォンサービス

狂23-1151 丑23-1152

高萩市.+王町事務組合消防本部の火災･災害情報案内
盆2卓-oor？

は4月1一国民年金（3月分）
一保険年金課内線232

日（月）までにお忘れなく ’一
ｰ－秋

高
萩
市
高
校
生
会
は
、
高
校

生
が
会
員
と
な
っ
て
、
各
種
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団

体
で
す
。

特
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

働
く
若
者
の
た
め
に
、
夜
の
時

間
を
利
用
し
た
講
座
を
開
き
ま

す
の
で
、
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
期
間
に
旧
回
。

◆
時
間
午
後
６
時
扣
分
か
ら

Ｂ
時
釦
分
ま
で
。

４
月
に
小
学
１
年
生
と
し
て

入
学
す
る
お
子
さ
ん
に
、
新
入

学
の
お
祝
い
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
女
の
子

は
赤
色
、
男
の
子
は
黒
色
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ジ
ユ
｜
｜
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

高
校
生
会
の
会
員
を

若
者
の
た
め
の
「
教
養
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

平
成
Ｂ
年
度
前
期
の
▼
「
教
養
講
座
」
で
す

ラ
ン
ド
セ
ル
を
プ
レ
ゼ

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
▼
入
学
式
の

新
入
学
の
お
祝
い
に

募
集
し
て
い
ま
す

ｰ と
し
て
の
活
動
に
重
点
を
お
い

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
少

年
探
検
講
座
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

◆
資
格
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
勤
務
す
る
独
身
の
男
女
。

◆
申
込
期
間
３
月
Ｍ
日
嗣
か

ら
訓
日
側
ま
で
（
先
着
順
）
。

◆
申
込
方
法
申
込
み
用
紙
に

記
入
の
う
え
、
受
講
料

（
１
か
月
分
）
を
添
え
て
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
お
渡
し
す
る

の
は
、
４
月
の
入
学
式
の
と
き

に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
の

小
学
校
（
高
萩
小
、
秋
山
小
、

松
岡
小
、
東
小
、
君
田
小
）
に

マ
活
躍
し
て
く
だ
さ
い

ン
卜
し
ま
す

と
き
で
す

－
ト
ラ
ベ
ル
な
ど
で
活
躍
し
ま

せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
高
校
生
は
、
ぜ

ひ
、
活
動
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
高
校
生
な
ら
ど
な
た

で
も
ど
う
ぞ
。

◆
申
込
み
電
話
で
ど
う
ぞ
。

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

盆
闘
１
１
刑
ヨ
ィ

●
勤
労
冑
少
年
ホ
ー
ム

丑
閉
１
フ
ィ
フ
フ

入
学
す
る
新
１
年
生
の
お
子
さ

ん
で
す
。

●
教
育
委
員
会
庶
務
課

丑
閉
１
１
勺
。
州

両〆

て
成
人
が
含
ま
れ
る
川
人

以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
。

◆
開
放
す
る
施
設
市
内
の
小
．

中
学
校
の
運
動
場
や
体
育

館
、
柔
剣
道
場
、
そ
し
て

県
立
高
萩
工
業
高
等
学
校

の
体
育
館
。

◆
利
用
で
き
る
範
囲
利
用
者

は
、
原
則
と
し
て
学
校
区

ご
と
と
し
ま
す
。
県
立
高

萩
工
業
高
等
学
校
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
開
放
期
間
４
月
か
ら
１
年

市
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な

体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
に
、
体
育

施
設
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

◆
対
象
市
内
に
在
住
、
ま
た

象
市
内
に
在
住
、
ま
た

３
月
帽
日
鬮
ま
で
に

体
育
施
設
を

間
○

は
勤
務
や
在
学
す
る
人
で
、

そ
の
団
体
に
管
理
者
と
し

無
料
で
開
放
し
ま
す

ボーイスカウトの

隊員と指導者
を募集中

いっしょに野外活動を楽しみ

ませんか。女子も大歓迎です。

◆募集隊

ビーバー隊（小学1～2年）

カブ隊 （小学3～5年）

ボーイ隊（小学6年～中学生）

シニア隊（高校生）

◆募集指導者18歳以上の男女

を若干名。

◆締切り 3月31日旧)まで。

●申込み中田幸雄さん

"24-1592

▼
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◆開放時間◆
申
込
み
市
民
体
育
館
に
あ

る
申
請
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
３
月
旧
日
悶
ま
で
に

市
民
体
育
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
盆
闘
‐
州
１
コ
勺

その他の第2．4

土曜日 土曜日

市
内
の
小
・
中
学
校

の
運
動
場
や
体
育
館

一
時
時

月～

金曜日

午後6時

午後9時

日曜日

午前9時

l

午後9時

午後1時

I

午後9時

午前9時

l

午後9時

県
立
高
萩

工
業
高
校

午後7時～午後9時
’

' 2

講座名

茶道教室

着付教室

パソコン教室

書道教室

料理教室

生花教室

蹄#{臘）

1,500円

1,000円

3, ()00円

2,000円

3,300円

3,300円

開講日 ’
火曜日

水曜日

水曜日

木曜日

木曜日

金曜日

金曜日

20人

2()人

10人

20人

15人

15人

20人

童員



争人
35.623人／1，1
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溌辮職鵜舞沙
（ ）は前月との比較です。

弾

灘

篭
ﾅ群

恒
例
と
な
り
ま
し
た
国
際
交

流
の
集
い
が
、
５
月
３
日
燭
か

ら
５
日
側
の
期
間
に
行
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
国
際
交
流
の
集

い
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
も
留
学
生

を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

東
京
の
大
学
で
勉
学
に
励
ん

で
い
る
留
学
生
を
普
段
の
家
庭

生
活
に
迎
え
、
お
互
い
の
文
化

平
成
Ｓ
年
吃
月
に
創
刊
さ
れ

た
『
ゆ
ず
り
は
』
の
第
２
号
が

発
行
に
な
り
、
た
だ
い
ま
発
売

中
で
す
。

第
２
号
で
は
、
戦
後
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
出
版
し
た
図
書

を
『
高
萩
の
作
家
と
そ
の
作

品
」
と
題
し
て
紹
介
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
ガ
で
紹
介

せ
き
す
い

す
る
『
長
久
保
赤
水
物
語
…
青

春
編
』
も
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
ペ
ー
ジ
の
一
つ
で
す
。

高
萩
市
の
一
面
を
知
る
資
料

と
し
て
も
お
勧
め
す
る
一
冊
で

国
際
交
流
の
集
い

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

５
月
の
連
休
は
▼
留
学
生
と
過

「
ゆ
ず
り
は
』
は
▼
高
萩
市
民
の
文
化
誌
で
す

「
ゆ
ず
り
は
」
第
２
号
が

好
評
発
売
中
で
す

交
流
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
留
学
生
を
家
庭
に
迎
え
る
日

５
月
４
日
出
の
昼
食
か
ら

５
日
卿
の
昼
食
ま
で
。

◆
留
学
生
東
京
在
住
の
約
印

人
。

◆
募
集
家
庭
約
妬
世
帯
。

◆
申
込
方
法
電
話
で
ど
う
ぞ

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
盆
闘
１
，
畑
。
勺

す
。
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

◆
規
格
白
黒
で
１
０
４
ペ
ー

ジ
。
Ｂ
５
判
。

◆
価
格
５
０
０
円

◆
購
入
方
法
文
化
協
会
、
ま

た
は
事
務
局
へ
ど
う
ぞ
。

●
高
萩
市
文
化
協
会
会
長

若
松
健
一
さ
ん

盗
闘
’
三
ｑ
弔
う

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

高
萩
市
文
化
協
会
事
務
局

恋
閉
１
勺
１
．
州

ｰ

集
し
て
い
ま
す

ご
し
ま
せ
ん
か

奥
砂

新
し
い
食
糧
法
が
４
月
か
ら

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
米
穀
販
売
業

者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
そ
の
申
請
書
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
の
用
紙
は
、

受
付
場
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

、
１
ノ
、

◆
受
付
期
間
４
月
１
日
旧
力

ら
扣
日
㈹
ま
で
。

◆
受
付
場
所
市
民
課
、
ま
た

は
県
北
地
方
総
合
事
務
所

農
業
課

●
市
民
課
内
線
三
三
州

●
県
北
地
方
総
合
事
務
所

農
業
課

狂
口
已
ヨ
ー
三
三
１
１
コ
ロ
コ
ュ

受
け
付
け
ま
す

窓
口
は
▼
市
民
課
で
す

米
穀
販
売
業
者
の
登

ヤブツバキ
や
C て光沢のある緑色厚みがあっ

） して紅の花をつけるヤの葉、そ

を絞ると椿油が取れ、ブツバキ。種

頭髪用や食用とし て用いられます〔

秋山の宮田忠郎さん宅と沼田義明さん
…

宅にあるヤブツバキは、 どちらも高さが

約10メートルあり、四方に伸ばした枝い

つぱいに花を咲かせます。 「何代か前は、

食用油を取ったと聞きましたが、今は観

賞用です」と沼田さん。その木の周辺に

は、 こぼれた種から芽を出した二代目も

負けずに花を咲かせています。

島名の川井徳夫さん宅の木は、高さが

約15メートルに達し、幹回りも2メート

◆表示例◆

変
わ
り
ま
し
た

新
し
い
食
糧
法
に
よ
り
、
お

米
の
表
示
が
、
産
地
や
品
種
、

生
産
の
年
を
中
心
と
し
た
表
示

お
米
の
表
一

食糧庁精米表示基準に基づく表示

品名 精 米

産地｜ 品種 ｜産年伽雛
A県産コシヒカリ 7年産40％

“玄紫輔端ｻﾆｼｷ ’年産'0錫40％
（撫蕊馴州米畔産胸

爵ルに届きそうな大

木です。 「もぎれ

て落ちた花で道路

一面がおおわれる

と、歩くのが惜し

いくらいきれいで

す。でも、高圧線

もあり、定期的な

枝払いは欠かせま

せん」と川井さん。

正味重量

精米年月H

賑無糀t

|塘紅脇

5k9

7． 11． ］ 鱸に
な
り
ま
す
。
３
月
中
は
、
こ

れ
ま
で
の
表
示
で
の
販
売
も
行

わ
れ
ま
す
が
、
４
月
か
ら
は
新

し
い
表
示
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
の
認
定
を
受
け
た

工
場
で
精
米
や
袋
詰
め
さ
れ
た

も
の
に
は
認
証
マ
ー
ク
が
つ
き
、

小
売
業
者
組
合
な
ど
で
確
認
さ

れ
た
も
の
に
は
確
認
マ
ー
ク
が

つ
き
ま
す
。
お
米
は
、
こ
の
マ

ー
ク
を
確
認
し

０ｍ
て
お
買
い
求
め

犯
く
だ
さ
い
。

鱗

○○米穀卸㈱

茨城県O市○町○丁目OaOO-000

◆認証マーク◆

認 証
秋山の沼田義明さし

ん宅のヤブツバキ
財団法人日本穀物検定協会
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舗 かわ
恥
識
》
一
吋
》

。
霞
埋
晶
鋏
今
騨

さ
苧
灘
》
織
〆
《 織蕊鯛識溌、

r★市役所恋23-2111★
●行政相談

3月14日嗣と28日附午後l～3時

／市民相談室/鈴木清相談委員(下

手綱盗22-2095)秘書課内線252

●人権相談（敬称略）

北畠暢男…本町盆22-2851

鈴木廣美…上君田a28-0103

原口咲子…春日町盆22-3286

大平喜美子…本町恋22-4128

岡野邦弘…上手綱恋23-2525

／市民課内線221

●交通事故相談

3月13日㈱午前10～午後3時／

市民相談室/生活環境課内線362

＊この日以外は中央交通事故相

談所へ｡平日午前9~午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎

3階恋029-225-2803内線2370~1/

弁護士相談は水曜日午後1~3時

●年金相談

・常陽銀行高萩支店丑22-2160…

4月12日鬮午前10～午後3時。

・茨城銀行高萩支店盆22-2028…

3月26日(火)午前10～午後3時。

・茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

a22-3617…平日午前9~午後4時

●司法雲走相談

毎月第2水曜日午後1～5時／

茨城司法書士会恐029-225-0111

●悪質商法相談aO29-227-7379

●茨城いのちの電話…24時間

aO298-55-1000

第23回高萩市社会福祉大会が文化会館で

開かれ、市民のボランティア活動への積

極的な参加を呼びかけるとともに、多年

にわたり功績のあった35人と3団体のみ

なさんを顕彰しました。…2月23日(金）

犬
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、

表
の
日
程
で
各
地
域
へ
伺
い
ま

す
の
で
、
犬
の
狂
犬
病
の
予
防

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
７
年
４
月
に
行

い
ま
し
た
登
録
を
受
け
て
い
な

い
犬
や
、
今
回
初
め
て
登
録
を

受
け
る
犬
に
つ
い
て
の
登
録
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
手
続
き

予
防
注
射
済
票
は
▼
犬
の
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

犬の登録と狂犬病予防接種の

日程表

朋
癖

ところ

駒木原集会所

時間

10：00
蟻鐵 譲

大心苑野球場

山手集落センター

10：40

10：55

11 ： 10

11 ：25

13：00

13： 15

大和町児童公園

春日町児童公園

行人塚集会所

山王児童公園

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
Ｏ＊

犬
が
死
ん
だ
と
き

＊
犬
の
所
在
地
が
変
っ
た
と
き

＊
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き

ｰ

高萩市役所玄関

松岡地区公民館

下組生活改善センター鮒蕊
13：30

10：00

10：30

10：45

11 ：00

11 ： 15

11 ：30

11 ：45

13：00

13： 15

13：30

13：45

10：00

上手綱生活改善センター

千代田バス停前

関口集会所

北組センター

小島団地集会所

赤浜上宿児童公園

赤浜田園都市センター

●
生
活
環
境
課
内
線
ヨ
巳
。

◆
料
金

平成7年4 月のとき

登録、またはそれに

以降に登録を受けた
赤浜鈴木勝正氏宅前

高戸公民館

秋山小学校裏門

秋山中集落センター

秋山南集会所

犬
騨

…
§

10：40

10：55

注射料 3,47()円

注射済票交付手数料530円
ー 石滝公民館

KDD入口

石滝上ノ台集会所

安良川公民館

安良川駒形神社前

高浜住宅集会室前

有明町集会所

旧高萩保健所

島名多目的研修会館

米平集会所

中戸川公民館

11 ： 10

11 ：25

11 ：40

13：00

識燕慰
生
涯
学
習
推
進
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
『
家
庭
菜
園
」
を
行

い
ま
す
。
ご
家
族
で
野
菜
づ
く

り
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
耕
作
地
安
良
川
の
八
幡
宮

大
鳥
居
前
の
畑
（
高
萩
小

学
校
西
側
）
。

◆
面
積
１
家
族
約
叩
坪
。

◆
期
間
４
月
か
ら
平
成
９
年

２
月
ご
ろ
ま
で
。

◆
募
集
家
族
釦
家
族
（
募
集

数
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
）
。

「
家
庭
菜
園
」
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

季
節
の
野
菜
を
▼
つ
く
り
主

く
り
ま

13： 15

０
５

３
４

■
■
■
■

３
３

１
１

14：00

10：00

11 ：00

購 11 ： 15

烏曽根三代商店前 11 ：30

11 ：45

し
ょ
う

◆
対
象
市
内
在
住
で
、
農
家

で
な
い
家
族
。

◆
耕
作
料
無
料
。

◆
申
込
み
は
が
き
に
家
族
の

代
表
者
名
と
住
所
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
川
本
町
１
‐
川
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
へ
。

◆
締
切
り
３
月
旧
日
㈹
ま
で
ｏ

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

猛
閉
ｌ
荊
荊
コ
ィ

蕊
鴬 大能上バス停前
大能川松商店前 12：00

13：20

13：35

13：50

14：05

14：20

若栗公民館

聯
君田診療所下

下君田鈴木元雄氏宅前

下君田松本商店前

横川松本勝氏宅前

横川鈴木製材所わき

大金田鈴木喜一氏宅前
鵬 14：35

14： 50
唖“…

l14

平成7年4月1日以

降の登録を受けてい

ない犬や今回初めて

登録を受ける犬



桑0
ぐ

鍵
古が郵Bか使 、ん●なんでも食事相談
い届送月らえ3が
保きし下のな月使 奇数月の第3月曜日午前'0時～
険まま旬新く 31 つ 午後3時／電話予約を。保健セ

証しすにしな日て ンター恋24-2121
へた 。直いり旧）い
サら 接国までる●ことばの教室

1 、 み民才有国 高萩小学校恋23-4240
●心配ごと相談

◇ 保 毎週木曜日午後'～3時／市民セ
保大険 ンター/社会福祉協議会内線354

継蕊鼎･雲…“き訂職容 ？取響鯉繍嫡臨鰐
捌･身体障害者相談員(敬称略）直正必証を

すしずに確
とて保 、認 い 椎名修･･ ･安良川盆24-1314
保く険記

は 郡司寅松…上手綱冠23-0687険だ年載
証さ金違 鈴木康彦…石滝a23-4316
がい課い

●精神薄弱者相談員(敬称略）
使 ・にが

沼田うた子…東本町窓22-4544

◇ ◇ ●補装具と補聴器の巡回相談
保 他 3月29日(鋤午前9～12時／北茨

令は洲驚職哩城市心身障害者福祉センター／
くす健町がで貸で 障害者手帳と印かんの用意を。

輿繍蠕溌ホ福祉事務所内線獺，
いか険転つ禁り ●精神保健相談（予約制）
・にに出たじ借 3月6 ･ 13．27日の水曜日。

市加しとらり ‘午後，～2時／日立保健所（日民入たきれた
課しと てり 立市助川町2-6-15a0294-22-
へたき いし

4188)
返とや まな

却き職 すい ●少年の悩みごと相談
○

B029-231－0900

海

医療制度4月からは
' :

窪輔儒霧‘嘩窪
蓼をい－]W/ffrr1 金同ン

退職し、現

モンピン

長い間勤

職者の

在
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
て
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金

な
ど
）
を
も
ら
っ
て
い
る
人
は
、
老
人

保
健
に
移
る
ま
で
の
期
間
、
「
退
職
者

医
療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
の
被
扶
養
者
も
同
じ
く
こ
の
制
度

の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
対
象
者

◇
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
。

◇
老
人
保
健
制
度
に
該
当
し
て
い
な

ク
色
ま
た
は
濃
い
ク
リ
ー
ム

色
）
を
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、

保
険
年
金
課
あ
て
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
○

め
た
会
社
や
学
校
な
ど
を

繍

瀞
ﾐ毒 増rR Rﾐ ﾆ軸､ f 昌
盛 ､ 噂』昌昌ET 蕊と『 J 1
鷺 . ど噌雑『ざ. 』 呂
顯･胃笈2群 唯:､ 亀 R
忠b名 P 奉宰邑謹 軒;設 〆

§E塗:ff-鐺ﾐﾆ皇j'､:'§
ワサ ロ F 士

い
人
。

◇
厚
生
年
金
や
船
員
保
険
、
各
種
共

済
組
合
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
と

通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人

は
、
被
用
者
年
金
に
加
年
以
上
、

あ
る
い
は
如
歳
以
降
に
旧
年
以
上

加
入
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
手
続
き

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
年
金

保
険
者
に
決
定
の
請
求
を
す
る
と
、

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◇
保
険
証
は
手
も
と
に
保
管
す
る

か
か
り
つ
け
の
病
院
に
預
け
た
ま

ま
に
す
る
こ
と
は
、
紛
失
事
故
の

問
い
合
わ
せ
は
薄
保
険
年
金
課
へ
内
線
三
コ
４

ー

本
人
に
年
金

証
書
が
送
ら

れ
ま
す
。
そ

の
証
書
を
受

け
取
っ
て
艸

日
以
内
に
年

金
証
書
と
保

険
証
、
印
か

ん
を
持
っ
て

市
民
課
で
手

続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
と
き
は
保
険
年
金
課
へ

紛
失
や
破
れ
た
と
き
は
、
再
発
行

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
コ
ピ
ー
し
た

も
の
は
、
使
え
ま
せ
ん
。

退職者医療制度の自己負担の割合

硬匠)唖
本 人 吟2割 2割

被扶養者(扶養家族)今3割 2割 鱗 ー

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
ゴ

ミ
の
搬
入
の
た
め
に
は
、
現
在
、

迂
回
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
新
し
く
迂
回

路
が
開
設
し
、
期
間
に
よ
っ
て

利
用
し
て
い
た
だ
く
迂
回
路
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ｺヒ巳
ト
ン
車
以
上
の
車
両
用
迂
回
路
が
マ
新
し
く

部
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
迂
回
路
が

◆◇◆

月の休みは
MI
■■ロ部

変
更
に
な
り
ま
し
た

7日旧)1

14日(日)、

28日旧)；

18日(月)、

21日旧)、

29日(月）

花員クリーンセンター

狂22-4318

両の大きさに関係なく、全車両

②のところを左折。

トン以上の車両は、②のところ

左折。

トン車までの車両は、①のとこ

を右折。

可以外、進入できません。

＝

つ

で
き
ま
し
た

*＠は、 工事関係車両以外、
●北部衛生センター

狂23－6886
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｢市報保存版」
の予約申し込み受付中

行しましたところ、 この本を希

せがたくさん寄せられています。

を限定300冊増刷することにな

人は、お早めにどうぞ。

費税含む）

◆配布予定日 5月下旬。完成次第、連絡しますので、料金と

引き替えになります。

◆掲載内容昭和30年から昭和49年までに発行された市報。

◆申込先 3月29日(金)までに、電話で秘書課（内線252)へ。

・入場料無料。
･濱 題 『人の心に花一輪』

茨城県立水戸南高等学校の

通信制課程の生徒を募集中
学ぶ意欲がありながら、いろいろな事情で毎日通学できない

人でも、職場や家庭にいながら学ぶことができます。年齢に関

係なく、意欲のある人はお気軽にと．うぞ。

◆資格県内に居住または勤務し、中学校などを卒業または3

月に卒業兄込みの人。

◆募集学科と定員普通科300人。

◆提出書類願書と提出書類は、 直接、 お持ち<だるい。郵送

は受け付けません。

◆提出期限 3月29日(金)まで。

●茨城県立水戸南高等学校恋029-247-4284

輪職篭I

の引き取りを休みます

犬とネコの引き取り日とな

っていた3月27日(水)は、都

合により休みになります。

引き取りは、毎週水曜日に市

の東側（福祉事務所わき）で

L

市内での犬とネコの引き取りは、毎週水曜日に柿

役所敷地内の第2庁舎の東側（福祉事務所わき）て

行っていますので、この日以外の水曜日をご利用く

ださい。

●生活環境課内線362

●茨城県動物指導センターaO296-72-1200

○の数字は、掲載ページを示します。

鍵は、市役所の休みの日です。

-卿篭豐洞)幽塑y灰 孟型謡辿y-唾f埋學
〃･市内の

小・中学

校の修了式

・高萩市書道蓮

盟展～24日

g/"L

25親と子の
『ボラン

ティア教室」

27．犬とi"引き
取り|ﾎみ⑯

・市民サービスコー

ナー(市民課の闇口

が午攪7時まで）

2『少年スキ
ー教室～

29日

・行政相談日

釘鴬鰐
員と指導者の

募集締め切り

⑫

三 ･市民サー

ビスコー

ナー

乞
アの

学

４

7 『市内
小・中

校の入学式

'o・

]《急劉雲｣〃
'ざ･犬の登

と狂犬

の予防接種

ラ
会
Ｊ
Ｚ 」 」

録
病
⑭
４

･新春カ

オケ大

⑭

市民サ

ビスコ

ナー
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朝のあいさつ

青少年相談員
ぬかが

額賀力さん(東小学校教諭）

「おはようございま－す｣。

登校してくる子どもたちとのあ

いさつで、一日の学校生活が始ま

ります。

人は皆、顔つきや性格がそれぞ

れ異なるように、子どもたちのあ

いさつの仕方にも個性があります。

大きな声で元気よくあいさつす

る子。にこにこ笑顔であいさつす

る子。 うつむきがちに小さな声で

あいさつする子。そうかと思うと、

私のそばまで来て、握手をしなが

らあいさつして行く子がいたりと、

千差万別です。

あいさつを交わすということは、

社会生活をする上でのイロハのイ

です。ところが最近、子どもたち

との朝のふれあいの中で、気にな

ることがあります。それは、 「お

はようございます」と声をかけら

れても、無言で通り過ぎる子が増

えていることです。

冬は寒くて声もでないのかな、

それとも体調や気分がすぐれない

のであいさつできないのかな、あ

るいは、学校や家で何か心配ごと

や、いやなことでもあるのかな、

などと考えてみたりします。

あいさつの仕方に個性があるの

はいいとして、全くあいさつしな

いというのは気になることです。

明るく楽しい学校生活の第一歩、

「朝のあいさつがしっかりできる

子」が増えるのを願って、今朝も

あいさつを交わしています。

鐸鼠 緑

急病や事故などのときに出動する救急車は、みなさんの要

請に応えて、毎年700回を超える出動件数を数えています。

救急車には、心電図の伝送装置や脈拍計測器などを搭載し、

応急手当てができるようになっています。今回は、 2台ある

救急車のうちの1台を買い替えて新しくなりました。

■高萩市・十王町事務組合消防本部壷222258 …

再

救急車

買い替え"で! "

新‘.…!

＃

し

ー

高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
窓
倒
１
１
３
１

はまなす号

社会福祉協議会が主催する研修や行事などに活用されて

いるバス『はまなす号」が、新しくなりました。 50人乗り

のこのバスの車体には、緑と水と太陽を表す緑色と水色、

赤色の3色が配してあります。太陽の赤は、高萩市民の歌

の－節にもあるはまなすの花の色でもあります。

■高萩市社会福祉協議会念232111内線354

｜
可
変

三

望二

サラリーマンの妻も自分の年金を持ちましょう ｊ毒冥
一

〆
閂
己

入
ら
な
い
と
、
将
来
、
困
る
こ

と
に
な
り
ま
す
よ
。

旦
那
様
が
厚
生
年
金
保
険
か
ら

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
あ
な
た
は
六
○
歳
ま
で
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
に
も
六
五
歳
に
な
っ
た
と

き
に
、
本
人
に
年
金
を
支
給
し
よ

う
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
こ
の
場
合
、
夫
に
加
算
さ
れ

て
い
る
加
給
年
金
は
、
妻
が
六
五

歳
に
な
っ
た
と
き
に
振
り
替
え
ら

れ
ま
す
。

仮
に
あ
な
た
の
よ
う
に
、
国
民

年
金
に
加
入
せ
ず
、
受
給
資
格
が

な
か
っ
た
場
合
は
、
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
六
五

ー

夫
の
年
金
だ
け
で
十
分
。
国
民
年
金
に
入
ら
な
い
で

い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

瀧惠兀示ちか＃
塞毒蓋箇＝ざ』

歳
に
な
っ
た
と
き
に
振
り

替
え
加
算
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

将
来
、
困
ら
な
い
よ
う
に
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
自
分
の

年
金
を
し
っ
か
り
持
ち
ま
し
ょ
う
。

昭
和
六
一
年
四
月
一
日
以
降
に
扶

養
期
間
が
あ
っ
て
、
第
三
号
の
届

け
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
特
例

措
置
と
し
て
、
平
成
九
年
三
月
ま

で
に
届
け
出
を
行
え
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
期
間
と
な
り
ま
す
の

で
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一 一

一

＊図書館へ

り いﾆ

高萩里伊子さん

（高萩・学習紙芝居）

伽職aう

保険年金課窓23-2111内線232
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墨 ●

晶謹議溌灘難鰹譲鱒鱗
|濠輝害児嘩作を展魂離任悶燕J■
B報内や十王町の:小中学校で学ぶ蕊｡鯛障害児のみ毒｡き

i ､ :.“

んの作品を集めた≦ 「手をつなぐ子匿の作品展」が中央

･公民館で開かれまじた｡恒例のどの事薬も今蕊画風
織患金溺""I報然搦授蕊な 確礎慰藤蕊卿慰霊漣蕊
謹}I嬉弗i""笏慰駕篭職1ﾗ0魚あ擬蕊競凝求さ忠弾發

’て学びました8》 ‘ご慰議議凄には､12災の全校生徒や売溌:＆

を1℃I狂応保護者など鶏40人が出席｡篝鳶そば､長久葆家
觜 蕊目 ：畠 ． 曽

水の生い立ちや生き方､そして勉学への取り組みなどが
‐ ； 鬼 、 ､ 、 :

紹介されぃ親子がいう"uよになづて溺き入っていました。

零『ざにば親の会に

’
’

｡;fr (財）音楽鑑賞教育振興会が壷蕊

して行ったこのコンクールで､j君匿
：議〆 、 ． 、 、蕊. ま ､

中学校の鈴木健燕さん（3年)■が入

識撫謡蕊鍵
:『音楽を聴く蕊■し!さ;､と題したf闘吏・

は､≦ファミコンゲームの音楽をきっ：
かけに、 クラシック音楽に興味をi

_ ､ ":篭一 :鳴 〆 "" " ． 、 ．..;羅: :噂 ､､ ‐ ・

鍵つたいきき‘診蕊急りす"fJf畠蕊；
蕊鳶"も財忍溌羅fいⅧIⅡ ｡ 1: ･hい■｡;"

'し薬器の演奏技術を学ぶ応日(土) .25属く灘凶i : :ﾆ ﾙ …ゞシ":E : # ；1 1 '’一 ； … ＃:．；

蕊§篭篭緯悪態蕊鱒瀦､ ､‘ 串, ;､､;､識 : '蝿

、 “ 蕊､ "f謬謡ﾐ､:､､"""""" “ ＞ 、 ﾐ ､ 〆 噛 ；;: ""職顔、 ､ﾐ ､ ： " ､、 " " ､､ :篭"

などた｡くさんの音楽愛好着が参加しま丘した。セミナー§で

は､:罎内の音楽教論のほか、国内で活躍じている25人応
演奏家が講師として参加。第1日目は約150人の吹奏楽『

＊
生
涯
学
習
は
、

1本町と高萩､安良|| |の一部の区域は､3月3旧旧)堅アニ

が鰄飛｣ [環

Fデー－一=~竜一

境ふの恩いや，11
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
す
べ
て
の
み
な
さ

はい。下水道が使えるようになった区域に家屋を

お持ちの人は、使えるようになってから3年以内に

下水道工事をしなければなりません。その期限が、

今年の3月31日（日）で切れてしまう区域は、本町と

高萩、安良川の一部の区域です。この区域に家屋を

お持ちの人で、 まだ水洗化にしていない人は、下水

道指定工事店に依頼して、工事を進めてください。

また、 この期限を過ぎると、無利子の融資あっせ

ん制度が受けられなくなります。

●日立・高萩・十王広域下水道組合盆32-5595

八＄
角

一

。

●

千 勺か、
く 名

隆▽グ

「

霞
平
／

「

旧
●I

。
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鋤 碧鍾

譲
丘

筒擬蕊蕊蕊"””います‘洞＃迩敷蕊瞭ある瀞田中学稜聖（17'36"高萩中学校）③赤間俊-(17'41塙萩中学校

軍f"Jj蕊溌逆球もH‘縦磯”降雷蕊螺鴬惑溌逢溌蕊喝職こ■i;F"?""‘
;ご憩溌，蕊鞍6H1､" ¥" 3""■がfJEJJ"けimA、 { "";j〆 "%W

□一般女子(2km) :①細金芙沙子(9'12")②西澤恵美子(10'49")

③高山春美(14'12")

口小学生女子[小4～小6] (2km) :①弘中愛(8'01"秋山小学校）

②黒沢美穂(8'05"秋山小学校）③大松香菜(8'27"東小学校）

口中学・高校生女子(5km) :①佐藤理恵(19'30"高萩中学校）②

冨岡知恵（20'21"高萩中学校）③荒木弘子（20'24"高萩中学校）

ロオープン女子(5m) :①下田恭子(19'37"日立市役所）②今川

安子（28'29"市給食センター）③小|｣｣奈津子（29'51"高萩小学校）

口親子[小1～小3] (2km) :①大野謙一・美咲( 8'23")②高原義

則・将平（8'34"）③井坂久雄・雄紀(9'03")

口小学生男子[小4～小6] (2km) :①中澤優司(7'23"秋山小学校）

②小野大介（7'26"秋山小学校）③高木康行（7'27"秋l1l小学校）

学びの交差点
昭
和
と
い
う
時
代
は
、
日
本
と
い
う
国
が
急
激
に
発

展
し
、
世
界
の
経
済
大
国
に
肩
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
陰
で
は
多
く
の
自
然
環
境
が
破
壊
さ

れ
、
多
く
の
人
々
が
仕
事
仕
事
に
追
わ
れ
た
日
々
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
そ
う
い
っ
た
時
代
が
終
わ
り
、
残
さ
れ
た
自
然
環

境
や
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
人
間

が
仕
事
以
外
の
時
間
を
多
く
の
も
の
に
目
を
向
け
、
有

効
に
使
お
う
と
い
う
こ
と
で
「
生
涯
学
習
」
と
い
う
こ

と
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
高
萩
青
年
会
議
所
で
は
、
こ
の
環
境

問
題
と
生
涯
学
習
に
つ
い
て
考
え
、
「
自
然
環
境
教
育

の
拠
点
づ
く
り
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
は
、
子
ど
も
と
父
兄
を
集
め
て
「
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
森
で
あ
そ
ぼ
う
」
と
い
う
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
を
と
お
し
、
自
然
や
資
源
の
大
切
さ
を
学蕊

直大会に高萩高等学校が出場！

この大会へは、昨年と一昨年の男

子に続いて、今年初めて女子が出場

し、同校としては3年連続の出場に

なります。大会は、 3月24日（日） ･25

日（月）に、 ｜洲治神宮（東京都）で開

かれます。 「自分の力を出し切って

悔いの残らない試合をしたい」 と団

体戦最初に弓を放つ大平礼子さん。

左から大平礼子さん（2年：下手綱）

岡野由紀子さん（2年：十王町) 、照沼

有希子さん（2年：島名) ､竹内礼さん

（1年：北茨城市)のみなさん

熟

、

ー

ま
す
。
あ
な
た
の
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「
学
び
の
交
差
点
」
で
す
。

び
、
環
境
を
守
る
た
め
の
環
境
教
育
を
生
涯
学
習
と
し

て
植
え
つ
け
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。人

に
や
さ
し
い
自
然
、
自
然
に
や
さ
し
い
人
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨年のネイチャーゲームのようす

（花貫ふるさと自然公園センターで｡｡｡）欝一
q】

蕊湿集 壬_嘘 P一

霊一一
一

一

春
分
の
日
の
午
後
は
、
演
劇
鑑
賞
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
こ
の
舞
台
が
最
大
の
発
表

の
場
と
な
る
中
学
生
、
小
人
数
部
員
で
舞

台
づ
く
り
に
取
り
組
む
高
校
生
、
そ
し
て

職
業
を
持
ち
限
ら
れ
た
時
間
で
創
作
劇
に

挑
戦
す
る
社
会
人
た
ち
。
そ
の
パ
ワ
ー
に

は
脱
帽
で
す
。
ち
ょ
っ
と
惜
し
い
の
は
、

男
性
団
員
が
少
な
い
こ
と
で
す
ね
。
ヒ
ロ

桃
伏
い
ス
ケ
ッ
チ
画
で
ふ
る
さ
と
の
姿
を

描
き
続
け
た
萩
谷
秋
琴
。
私
の
生
ま
れ
る

前
の
風
景
ば
か
り
で
す
が
、
な
ん
と
も
い

い
よ
う
の
な
い
懐
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て

き
ま
す
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら

な
い
何
か
が
絵
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
何
か
を
訴
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
茂
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撮影：菊地一六二さん(舂日町）

今、夢中で撮っている鳥です。

水の中から出てきて、岩に上が

ってきたところを撮りました。

■平成8年1月16日鳥曽根で撮影

渓流の泳ぎの名人

カワガラス

（留鳥）
（
ア
プ
ロ
ー
チ
広
場
）

たたら ば

花貫ダム付近や多々良場川の

渓流に行くと、川の流れに沿っ

て、ビッビッと鳴きながら水面

上を飛ぶ、 ヒヨドリくらいの大

きさの黒かっ色の烏、 カワガラ

スを通年見ることができます。

一年中、流れのある山麓から山

地の水辺で暮らしています。平

地の川にはめったには降りてき

ません。

水の中の岩に止まり、尾を上

げたり、翼を半開きにするしく、

さをよく見かけます。そしてカ

ワガラスは泳ぎの名人で、流れ

の速いところでも、水の中を歩

き、喪の中に潜り、水生昆虫な
どの餌を取ります。

繁殖期を迎えると、流れの水

音に鳴き声が消されないように、

大きな声で、チチージョイジヨ

イとにぎやかにさえずり、春の

到来を教えてくれます。

文：矢吹勉さん（石滝）

ｰ

蝿
Ⅲ

W
ヤ

恥箪呈白熱．
20年が過ぎた森林公園

一一一一因關關開／ 、

4月
の日曜当番医です
~ “ ” ノ

昭
和
五
一
年
に
開
か
れ
た
第

二
七
回
全
国
植
樹
祭
か
ら
今
年

で
二
○
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和

天
皇
、
皇
太
后
陛
下
を
お
迎
え

し
て
お
手
ま
き
行
事
が
行
わ
れ

た
会
場
は
、
現
在
、
森
林
公
園

と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
園
に
は

ブ
ロ
ン
ズ
像
が
設
置
さ
れ
、
自

然
と
芸
術
の
調
和
し
た
野
外
美

術
館
の
趣
が
あ
り
ま
す
。

篭〕午前9時~午後

7日

森林公園の整備は計画的に進

められ、今年度は公園内の池

を自然石で囲みました。

－－－－－
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飯島医院

28日 ｜石医院

大和町盆22-2235

十王町冠32-3266

大和町盆22-2202

東本町恐23-1711

内田医院 大和町盃22-2137


